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【背景】ウェアラブルデバイスの市場拡大に伴い破棄問題が顕在化するため，石油由来のプラスチック

基板から生分解性プラスチック（セルロースナノファイバー：CNF）基板への移行が求められている[2]．

これまで CNF を用いた透明で柔軟性のあるフィルム状基板が作製され，基板上に有機 TFT アレイ，

太陽電池などが試作されてきた[3]．CNF フィルムはキャスト法やフィルター法などにより作製されて

いるが，これらの手法は 24 時間を超える長時間の加熱や大気圧以上の加圧が必要である[4]．そのため，

基板応用可能な CNF フィルムの工業的プロセスはいまだ確立されていない．そこで，ロールツーロー

ルなどの工業的プロセスの開発が求められている[4]． 

我々は，CNF フィルムの平坦化・薄膜化が可能な新規プロセスとして，スプレー法と呼ばれるフィル

ム作製技術を開発した[5]．しかし，本手法は手動で行っていたため，大面積化にあたっては 100×100 mm

までの成膜が限界であった．また，CNFフィルムの作製はある程度の技能が必要であり，属人化してし

まっていた．そこで，自動スプレー噴霧装置を新たに設計・開発することで，属人化を解消し，さらに

大面積の肉薄・平坦 CNF フィルムを作製した． 

【装置開発・結果】本研究で開発したスプレー装置は，高さ

を一定にしながら，スプレーを水平方向に 2次元的に動かすこ

とによって CNFフィルムを作製することができる． 

スプレー装置のスペックを表に示す．また，成膜できた最大

の CNFフィルムを図に示す．図に示した A3 サイズ(320x450 

mm)の CNFフィルムは 270 分で成膜を終え，膜厚は平均 6.5 

µmであった．ここで，成膜速度は 5.3 cm2/minであった．また，

属人化を解消したことにより，CNF フィルムの性質をより定

量的に評価することが可能となった．以上より，本研究によっ

て，スプレー法による CNF フィルム作製プロセスは，工業的

プロセスに一歩近づいたと思われる． 
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